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★近赤外線帯域での高頻度な位置天文観測という世界でユニークな特徴があり、Gaiaの補完になる重要なミッションということで、世界の位置天文学コミュニティの
組織であるIAU (国際天文学連合） Commission A1(astrometry)から正式な推薦を受けた。

★ Gaiaのデータ解析チーム（ハイデルベルグ大学とドレスデン大学）から 小型JASMINEへの参加意思表明の正式レターを受け取っている。

★科学目的(主目的）

★小型ＪＡＳＭＩＮＥの概要
＊Hwバンド(1.1～1.7 μm)の波長域における撮像観測を高頻度（約100分に1
回）で行い、その観測で得た天体の天球面上での位置の時間変動（時系列
データ）とそこから導かれる年周視差と固有運動等の位置天文パラメータの
情報等をカタログとして公開。

＊Gaiaでは測定困難なパートを補完する観測が強く期待されている。

＝＞天の川銀河（銀河系）の中心領域： 銀河系中心核バルジ
*可視光観測のGaiaでは、高精度で多数の星を観測することは困難

ミッシングリンク！
天文学的、物理的ミッシングリンク：
・未知な星団、BH等の天体や複雑な

力学構造など多種多様な謎

高精度位置天文観測のミッシングリンク：
・運動情報は不足。この領域を高精度で

サーベイする位置天文観測は
小型JASMINE計画のみ。

画像の貼り合わせ
○地球周回軌道の半周（50分程度）で

16個の視野を走査し、順次撮像。
○その際、指向を半視野ずつ移動

しながら撮像。
○この貼り合わせにより、観測領域

全体のパノラマ写真を作成

小型JASMINEの観測領域
（銀河系中心核バルジ方向）

＊Pre-Phase A2に入り、CML4確認会は終了
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